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【タイトル】 

近代日本における外地・植民地への 
旅行案内書とその地理的表象 

【概 要】 
およそ1890年代から1940年代初頭にかけて、台
湾、樺太、朝鮮、満洲、南洋群島などへの旅行案内
書が数多く出版された。本研究会では、それらの歴
史的な系譜を概観し、旅行案内書にみられる外地・
植民地の記述を、近代日本における地理的想像力の
産物として整理を試みる。 
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